
 

 

 

土木工事標準積算基準書（電気・機械編） 新旧対照表 

 
※１ 主な改定部分を掲載しています。 

※２ 本表は、県のホームページに掲載しています。 

（ https://www.pref.kanagawa.jp/docs/m2t/cnt/f4317/p12743.html ） 
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土木工事標準積算基準書（電気通信編） 

第Ⅶ編 積算 

 

 

 

 

 

 

 





 

 

 

 

第２章 工事費の積算 

 

 

 

 

 

 

 





















 

 

 

土木工事標準積算基準書（電気通信編） 

第Ⅷ編 歩掛 

 

 

 

 

 

 

 





 

 

 

第２章 共通設備 

 

 

 

 

 

 

 

 













 

 

 

 

第３章 電気設備 

 

 

 

 

 

 

 









 

 

 

 

第４章 通信設備 

 

 

 

 

 

 

 













 

 

 

 

第６章 その他 

 

 

 

 

 

 

 

















 

土木工事標準積算基準書（機械編） 

第Ⅸ編 機械設備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





 

 

第１章 一般共通 

 

 

 

 

 

 

 

 

 













 

 

第８章 消融雪設備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 









 

 

第 20 章 機械設備点検・整備業務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 







（令和8年度版）土木工事標準積算基準書（機械編） 【対比表】
第1X編機械設備第20章

頁
機械設備点検·整備業務 I 

現 行

表ー20 • 3 共通仮設費率 （％） 

機械設 備名

三起伏ゲー ト

ダム用水門設備

共通仮設費率

19 

19 

20 

23 

揚排水ポンプ設備

ロ

戸／
非常用施設

21 

16 

39 

27 

道路排水設備 35 

4) 運搬費
運搬費については共通仮設費率に含まれていないので，必要に応じて積上げ等により積算するも

のとする。
5) 派遣費

（イ） 派遣費については共通仮設費率に含まれていないので，点検整備工の旅行日における旅費，
日当，宿泊贅，賃金，点検整備間接費を積上げるものとする。

（口） 旅費日当，宿泊喪は 「国士交通省職員日額旅費支給規則」の旅館に宿泊する場合の 2 級相
当額を標準とする。

（ハ） 賃金は， 「3-1 (3) 直接労務費」によるものとする。
（二） 点検整備間接費は，（賃金） x （点検整備間接費率）とし，点検整備間接費率は，表ー 20 • 5 

のとおりとする。
6) 宿泊費

宿泊費については，共通仮設要率に含まれていないので，現地での作業開始日から終了日まで
の作業期間における宿泊費を必要に応じて積上げるものとする。この場合の費用算定は，所管の

「旅費取扱規則」及び「日額旅費支給規則」等に準じて積算する。ただし宿泊費は直接労務費中の点

検整備工にのみ計上し，公共工事設計労務単価を適用する普通作業員等は，現地採用とし，計上しな

いものとする。

なお，宿泊費は現場管理費及び一般管理費等の算定の対象とする。

7) 安全費
（イ） 共通仮設費率に含まれる安全費は，次のとおりとする。

a 現場内全般の安全管理上の監視，あるいは連絡等に要する費用。
b 保安帽，命綱，救命胴衣，耳栓等の安全用品の費用。
c 安全委員会等に要する費用。

改 定

現行のとおり

5) 派遣費
（イ） 派遣費については共通仮設費率に含まれていないので，点検整備工の旅行日における旅費，

宿泊手当，宿泊費，貸金，点検整備間接費を積上げるものとする。

当額を和，．準とす瓦
（口） 賃金は， 「3-1 (3) 直接労務費」によるものとする。

ァー·· ユ＾

（ハ） 点検整備間接費は，（賃金） x （点検整備間接費率）とし，点検整備間接費率は，表ー 20 • 5 

のとおりとする。
6) 宿泊費

宿泊費については，共通仮設要率に含まれていないので，現地での作業開始日から終了日まで
の作業期間における宿泊費を必要に応じて積上げるものとする。この場合の費用算定は，所管の

「旅費取扱規則」及び「日額旅費支給規則」等に準じて積算する。ただし宿泊費は直接労務費中の点

検整備工にのみ計上し，公共工事設計労務単価を適用する普通作業員等は，現地採用とし，計上しな

いものとする。

なお，宿泊費は現場管理晋及び一般管理費等の算定の対象とする。

7) 宿泊手当

宿泊手当については、共通仮設費率に含まれないので、宿泊を伴う旅行に必要な諸雑費に充て

るための費用を必要に応じて積上げるものとする。この場合の費用算定は、所管の「旅費取扱規

則」及び「日額旅費支給規則」等に準じて積算する。

8) 安全費
（イ） 共通仮設費率に含まれる安全費は，次のとおりとする。

a 現場内全般の安全管理上の監視，あるいは連絡等に要する費用。
b 保安帽，命綱，救命胴衣，耳栓等の安全用品の費用。
c 安全委員会等に要する費用。

IX-20-7

備 考

改定

改定

改定







（令和8年度版）土木工事標準積算基準書（機械編） 【対比表】
第1X編機械設備 第20章 頁

機械設備点検·整備業務 I 
現 行

4-2 一般管理費等

(1) 一般管理贅等の積算は， （点検・整備原価） x （一般管理贅等率）とする。

1) 標準一般管理費等率は， 表 ー20 • 6 によるものとする。

表ー20 • 6 標準一般管理費等率（前払金のない場合）

点検・整備原価

50万円以下

50万円を超えるもの

標 準 一 般 管 理費等 率

25. 55% 

G=-0. 7402 Log (C)+29. 76 

ただし， G ：標準一般管理贅等率（％）

C:点検・整備原価（円）

（注） Gの値は， 小数点以下第3位を四捨五入して第2位止めとする。

4-3 技術調査費

技術調査に従事する技術員の旅毀， 日当， 宿泊#{, 賃金， 間接貨， 一般管理投等の積算は次によ

り積上げるものとする。

(1) 旅費， 日当， 宿泊費は，　所管の「旅費取扱規則」及び「日額旅費支給規則」等に準じて積算する。

(2) 技術員の賃金は， 点検整備工の賃金に準ずるものとする。

(3) 間接費は， 「4-1 (7) 点検整備間接費」に準ずるものとする。

(4) 一般管理費等は， 「4-2 一般管理費等」に準ずるものとする。

4-4 消費税等相当額

消費税相当額は， 点検・整備価格に消費税及び地方消費税の税率を乗じて得た額とする。

4-5 支給品の取扱い

(1) 支給品とは， 設備の点検・整備に際して別途契約により取得した材料等を受注者に支給するもの

をいう。

(2) 支給品の現場管理費に対する取扱いは， 次による。

1) 直接材料は， 全額を現場管理費算定の対象とする。

(3) 支給品は， 一般管理貨等の算定の対象としない。

改 定

現行のとおり

4-3 技術調査費

技術調査に従事する技術員の旅投， 宿泊手当， 宿泊伐， 賃金， 間接貨， 一般管理貨等の積算は次

により積上げるものとする。

(1) 旅費， 宿泊手当， 宿泊費は， 「4-1 (5) 共通仮設費 5)~7) 」に準ずるものとする。

(2) 技術員の賃金は， 点検整備工の賃金に準ずるものとする。

(3) 間接費は， 「4-1 (7) 点検整備間接費」に準ずるものとする。

(4) 一般管理費等は， 「4-2 一般管理費等」に準ずるものとする。

現行のとおり

IX-20-9 

備 考

改定
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